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まめ知識 まめ知識

質
問　

不
登
校
対
策
と
し
て
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
が
重

要
と
考
え
る
が
、
本
市
で
の
設
置

状
況
は
。
ま
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
う
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
は
。

答
弁　
本
市
で
は
本
年
度
か
ら
小

学
校
４
校
、
中
学
校
６
校
に
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
ま
た

は
設
置
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

学
校
支
援
員
の
配
置
や
授
業
配
信

用
端
末
の
配
備
な
ど
を
支
援
し
て

い
る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う

家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い

が
、
他
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま

え
て
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
営
住
宅
の
共
益
費
の
徴

収
・
管
理
を
市
で
行
う
考
え
は
。

答
弁　
共
益
費
は
団
地
や
棟
ご
と

に
金
額
が
異
な
る
こ
と
や
、
徴
収

方
法
、
滞
納
対
策
な
ど
の
課
題
も

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
管
理
人
に

よ
る
共
益
費
の
管
理
が
円
滑
に
進

む
よ
う
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、

他
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
参

考
に
研
究
し
て
い
く
。

質
問　
令
和
７
年
度
か
ら
、
本
市

も
学
校
給
食
費
の
一
部
無
償
化
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
る
が
、

既
に
県
内
の
６
割
、
21
の
市
町
村

で
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
が

行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
本
市
で
も

完
全
無
償
化
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　
給
食
費
の
無
償
化
は
、
国

の
責
任
に
お
い
て
全
国
的
に
取
り

組
む
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、

全
面
無
償
化
に
つ
い
て
は
国
の
動

向
を
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
学
校
給
食
が
自
校
方
式
に

な
っ
て
い
な
い
現
在
の
学
校
数
は
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
数
と
そ

の
築
年
数
、
老
朽
化
の
程
度
は
。

答
弁　
自
校
方
式
で
は
な
い
所
は
、

幼
稚
園
３
園
、
小
学
校
14
校
、
中

学
校
４
校
と
な
っ
て
い
る
。
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
は
３
施
設
で
、
建

築
後
お
お
む
ね
25
年
か
ら
40
年
経

過
し
て
い
る
。
専
門
業
者
に
よ
る

法
定
点
検
な
ど
に
基
づ
き
、
適
切

な
時
期
に
必
要
な
修
繕
を
す
る
こ

と
で
、
安
心
・
安
全
な
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
農
業
資
材
、
肥
料
等
の
高

騰
に
対
す
る
本
市
の
対
応
は
。

答
弁　
本
市
で
は
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
農
産
物
出
荷
農
家
に
対

す
る
１
件
当
た
り
10
万
円
の
支
援
、

認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
新
規
就

農
者
に
対
す
る
１
件
当
た
り
20
万

円
の
支
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
計

４
回
、
総
額
３
億
５
３
４
４
万
円

の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
吉
井
地
域
の
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の

状
況
と
、
牛
伏
山
第
２
駐
車
場
の

ト
イ
レ
の
改
修
の
計
画
は
。

答
弁　
吉
井
西
運
動
公
園
と
吉
井

プ
ー
ル
で
は
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年
に
供

用
開
始
し
た
吉
井
中
央
公
園
は
全

て
洋
式
ト
イ
レ
で
あ
る
。
吉
井
文

化
会
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
に
洋
式
の
多
目
的
ト
イ
レ
を
新

設
し
て
お
り
、
今
後
も
会
館
内
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
牛
伏
山
の
さ
ら
な
る
集
客

増
を
見
込
み
、
牛
伏
山
第
２
駐
車

場
の
ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
た
い
。

質
問　

鼻
高
展
望
花
の
丘
は
県
内

外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地

で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
周

辺
の
交
通
に
支
障
を
来
し
、
大
渋

滞
と
な
る
。
周
辺
整
備
を
含
め
た

今
後
の
道
路
整
備
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
鼻
高
展
望
花
の
丘
は
、
大

型
バ
ス
な
ど
に
よ
る
団
体
の
来
場

も
多
い
こ
と
か
ら
、
渋
滞
解
消
や

大
型
車
両
の
通
行
と
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
道
鼻
高

上
之
原
線
の
道
路
拡
幅
事
業
を
進

め
て
い
る
。
必
要
な
用
地
の
確
保

は
完
了
し
て
お
り
、
今
年
度
も
継

続
し
て
道
路
拡
張
工
事
を
進
め
る

予
定
で
、
早
期
完
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

子
ど
も
に
対
す
る
性
犯
罪

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
学
校
・
園
で
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
の

制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
児
童
・
生
徒
が
安
心
・
安

全
に
学
校
生
活
を
送
る
上
で
必
要

な
対
策
と
考
え
る
が
、
導
入
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
国
の
指
針
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

質
問　

本
市
が
実
施
し
て
い
る
看

護
師
確
保
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
看
護
師
就
職
促
進
事
業
と

し
て
看
護
師
を
目
指
す
学
生
や
潜

在
看
護
職
員
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、
病
院
見
学
や
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
子

育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

多
機
能
型
住
居
に
優
先
的
に
入
居

で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
分ぶ

ん

娩べ
ん

を
行
う
産
科
の
医
療
機
関
に
対

し
、
人
材
確
保
や
処
遇
改
善
を
行

う
た
め
の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

引
き
取
り
手
の
な
い
遺
骨

が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
本
市
で

の
対
応
方
法
と
現
状
は
。

答
弁　
本
市
で
身
寄
り
の
な
い
方

が
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
市

で
必
要
な
調
査
を
実
施
し
、
死
亡

の
届
出
お
よ
び
火
葬
等
の
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
。
市
が
火
葬
を
行

っ
た
件
数
は
令
和
元
年
度
11
件
、

５
年
度
27
件
で
、
納
骨
を
行
っ
た

件
数
は
元
年
度
６
件
、
５
年
度
25

件
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
生
態
系
に
悪
影
響
が
あ
り
、

特
定
外
来
生
物
で
も
あ
る
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
本
市
で
は
河
川
敷
や
国
道
、

県
道
の
路
側
帯
で
の
生
息
が
多
く

確
認
さ
れ
て
お
り
、
管
理
者
で
あ

る
国
や
県
に
要
請
し
、
防
除
し
て

き
た
。
市
有
施
設
で
は
所
管
課
を

通
じ
て
防
除
を
行
っ
て
お
り
、
民

有
地
で
は
必
要
に
応
じ
て
所
有
者

等
に
対
し
正
し
い
情
報
を
伝
え
、

周
囲
へ
の
影
響
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
防
除
の
要
請
を
し
て
い
る
。

質
問　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

に
よ
る
果
樹
農
家
の
被
害
状
況
と

そ
の
対
策
は
。

答
弁　
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
２

６
２
本
の
果
樹
が
被
害
を
受
け
て

お
り
、
本
市
で
は
全
果
樹
農
家
へ

の
薬
剤
の
配
布
、
生
産
部
会
へ
の

専
用
ネ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
本
年
度
は
こ
れ

ら
に
加
え
、
高
崎
モ
デ
ル
と
し
て

被
害
樹
の
伐
採
・
処
理
費
の
全
額

負
担
、
防
除
対
策
用
資
機
材
の
導

入
、
改
植
費
用
の
支
援
を
行
う
。

質
問　
本
市
の
女
性
職
員
の
ジ
ョ

ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
は
。

答
弁　
本
市
の
部
署
別
の
女
性
職

員
の
割
合
は
、
総
務
・
企
画
部
門

が
中
心
の
総
務
部
が
26
・
８
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
市
民
対
応
が
中

心
の
市
民
部
は
50
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
女

性
職
員
の
配
置
が
少
な
か
っ
た
部

署
へ
の
積
極
的
な
配
置
な
ど
、
男

女
の
偏
り
の
な
い
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
努
め
た
い
。

質
問　
パ
ー
ト
勤
務
者
に
お
け
る

扶
養
の
範
囲
内
で
の
勤
務
の
問
題

に
つ
い
て
、
本
市
で
の
現
状
は
。

答
弁　
近
年
の
賃
上
げ
の
影
響
で

時
給
が
上
昇
し
て
い
る
一
方
、
扶

養
の
範
囲
内
で
勤
務
す
る
こ
と
を

希
望
す
る
場
合
、
月
の
勤
務
日
数

を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
が

発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
１
日

の
勤
務
時
間
が
４
時
間
の
保
育
士

に
つ
い
て
は
月
18
日
、
１
日
の
勤

務
時
間
が
５
・
５
時
間
の
学
校
図

書
館
指
導
員
に
つ
い
て
は
月
16
日

を
上
限
と
し
て
い
る
。

質
問　
第
４
種
踏
切
道
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
対
応
方
針
は
。

答
弁　
市
内
の
第
４
種
踏
切
道
は

い
ず
れ
も
上
信
電
鉄
沿
線
で
、
高

崎
地
域
に
10
カ
所
、
吉
井
地
域
に

11
カ
所
の
計
21
カ
所
存
在
す
る
。

本
市
で
発
生
し
た
第
４
種
踏
切
道

で
の
死
亡
事
故
を
受
け
、
人
命
に

関
わ
る
問
題
と
し
て
速
や
か
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
内
21
カ
所
の
第
４
種
踏
切

道
は
、
地
元
で
廃
止
の
合
意
が
得

ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
第
１
種
踏

切
道
へ
の
改
良
を
基
本
方
針
と
し
、

上
信
電
鉄
の
費
用
負
担
を
市
が
支

援
す
る
こ
と
で
、
来
年
度
か
ら
５

カ
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
小
・
中
学
校
と
し
て
の
危

険
箇
所
の
把
握
方
法
は
。

答
弁　
各
学
校
で
は
教
職
員
や
地

域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
協
力
を
得
て

通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
い
、
危

険
箇
所
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

学
校
か
ら
提
出
さ
れ
た
改
善
要
望

を
基
に
、
合
同
点
検
や
対
策
を
行

い
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

市
職
員
の
処
遇
と
待
遇

堀ほ
り
ぐ
ち口 

　
順

す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

農

林

政

策

教

育

問

題

諸

課

題

高た
か
は
し橋

　 

淳じ
ゅ
ん 

（
新
風
会
）

第
４
種
踏
切
道
の
今
後
の
対
策

白し
ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

本
市
の
特
定
外
来
生
物
等
の
対
策

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

物

価

高

騰

対

策

市
有
施
設
の
維
持
管
理

金か
ね
こ子 

和か
ず
ゆ
き幸

（
日
本
共
産
党
）

来
年
度
か
ら
始
ま
る
学
校
給
食
の
一
部
無
償
化

安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
の
取
り
組
み

林は
や
し　

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

保
育
士
、
看
護
師
の
確
保

終

活

支

援

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

学
校
教
育
に
お
け
る
諸
課
題

市

営

住

宅

●オオキンケイギク
北米原産の多年草で、５月から７月にかけて黄色のコスモスに似た花を咲かせる。かつては工事の際の
法面緑化などに利用されたこともあり、苗も販売されていたが、繁殖力が強く在来の野草を脅かし生態
系に悪影響を及ぼすことが分かったため、平成18年に特定外来生物に指定された。

●第４種踏切道 踏切があることを示す警標だけが設置され、列車の接近を知らせる警報機や自動遮断機が設置されてい
ない踏切道。 ●日本版ＤＢＳ 教員・保育従事者などによる子どもへの性暴力防止のために、性犯罪の前科確認を事業者に義務付ける

仕組み。


